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 背景：体外衝撃波治療は臨床で広く用いられている。近年、低出力体外衝撃波は、in	 vitroにおいてHUVECs
（Human	 umbilical	 vein	 endothelial	 cells；ヒト膀帯静脈血管内皮細胞）でVEGF(Vascular	 endothelial	 
growth	 factor;血管内皮細胞増殖因子)の発現を上昇させることが報告された。本治療法は虚血性心疾患や皮
膚潰瘍モデルのin	 vivoにおいても、VEGFの発現を上昇させ血管新生を促進し組織修復および症状改善の効果
をもつ。VEGFは血管内皮細胞を増殖させるだけでなく、神経系細胞に対して神経保護効果がある。また最近の
研究から、低出力衝撃波がVEGFのみならず、様々な成長因子・増殖因子の発現を促進することも明らかになっ
ている。本研究の目的は、ラット脊髄損傷モデルに対する低出力体外衝撃波照射が、VEGFやBDNF（Brain-derived	 
neurotrophic	 factor;脳由来神経栄養因子）の発現を促進し、その神経保護効果により運動機能を改善するか
否か検討することである。ラット脊髄損傷モデルに低出力体外衝撃波を照射した報告はこれまでになく初めて
の試みである。	 
方法：	 76	 匹のラットを以下の4	 群に分けた：Sham群（椎弓切除のみ、脊髄損傷なし）、Sham-SW群（椎弓切
除後に低出力衝撃波を照射）、SCI群（椎弓切除後に脊髄損傷を作製）、SCI-SW群（脊髄損傷後に低出力衝撃
波を照射）。重錘落下式脊髄損傷作製装置New	 York	 University	 Impactorで第10胸椎レベルに脊髄損傷モデル
を作製した。低出力衝撃波を損傷部の皮膚直上から週3回、3週間照射した。運動機能評価として、損傷後42	 日
間の運動機能をBBB	 score（Basso,	 Beattie	 and	 Bresnahan	 score）を用いて評価した。損傷後7	 日目と42	 日
目の組織傷害をHE染色で評価した。損傷後42	 日目の神経細胞数をNeuN染色で評価した。損傷後	 7	 日目、21	 日
目の脊髄組織でVEGFとその受容体Flt-1、BDNFとその受容体TrkBのmRNAの発現をRT-PCR	 法で評価した。損傷後
7	 日目のVEGF染色でVEGFの発現を評価した。	 
結果：Sham群、Sham-SW	 群ともにBBB	 scoreは低下しなかった。SCI-SW群ではSCI群に比べ、損傷後28	 日目、
35	 日目、42	 日目の運動機能が有意に高かった。	 HE染色やNeuN染色ではSham-SW群に神経組織損傷はなかった。
損傷後42	 日目の神経細胞数はSCI群に比べSCI-SW群では有意に多かった。損傷後7	 日目のVEGFとFlt-1、BDNF
とTrkBのmRNAはSCI群に比べSCI-SW群で有意に増加していた。	 損傷後7	 日目のVEGF染色ではSCI群に比べ
SCI-SW群でVEGFの発現が有意に高かった。	 
考察および結語：本研究では、脊髄損傷に対する低出力体外衝撃波が VEGF と BDNF を有意に増加させた。さ
らに神経細胞の減少を抑制し運動機能を有意に改善させた。したがって低出力体外衝撃波治療は、VEGF や BDNF
の発現を促進し、その神経保護効果によって運動機能を改善したと考えられた。低出力体外衝撃波治療は脊髄
損傷の有効な治療法となる可能性がある。 
